
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
８
月
２０
日
に
予
定
し

て
い
た「
市
人
権・同
和
教
育
研
究
大

会
」の
当
日
開
催
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、実
施
を
予
定
し
て
い
た「
ふ

れ
あ
い
人
権
講
演
会
」の
動
画
を
期

間
限
定
で
公
開
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
人
権
学
習
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

時�

９
月
３０
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

内�

演
題「〝
差
別
を
な
く
す
〟か
ら〝
手

を
つ
な
ぐ
〟へ
～
ル
ー
ツ
を
大
切

に
生
き
る
～
」

講�

岡お
か

本も
と　
工こ

う
介す

け
さ
ん（
一
般
社
団
法
人

タ
ウ
ン
ス
ペ
ー
ス
W
A
K
W
A
K　

業
務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長
、
関

西
大
学
人
権
問
題
研
究
室　
委
嘱

研
究
員
）

問�

守
山
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
人
権
政
策
課

　

・
有（
５
８
２
）１
１
１
６

　

（
５
８
２
）０
５
３
９

　
学
校
教
育
課

　

・
有（
５
８
２
）１
１
４
１

　

（
５
８
２
）９
４
４
１

市
内
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

守
山
市
障
害
者
就
職
フ
ェ
ア 

参
加
事
業
者
募
集

　
民
間
企
業
で
雇
用
さ
れ
る
障
害
者

の
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

社
内
で
の
障
害
者
雇
用
を
検
討
し
て

い
る
事
業
者
や
採
用
希
望
の
事
業
者

は
、
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時�

１１
月
１７
日（
木
）午
後
１
時
～
４
時

所�

エ
ル
セ
ン
タ
ー

内�
第
１
部　

�

障
害
者
雇
用
支
援
制
度

セ
ミ
ナ
ー（
午
後
１
時
～
）

　

�

第
２
部　

�
求
職
者
と
の
面
接
会

（
午
後
２
時
３０
分
～
）

※�

第
１
部
の
み
の
参
加
も
可

対�

市
内
事
業
者

￥�

無
料

申�

１０
月
１８
日（
火
）ま
で
に
商
工
観
光

課
へ
申
し
込
み
。

※��

第
２
部
へ
の
参
加
は
、
１０
月
２１

日（
金
）ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草

津〔
（
５
６
２
）３
７
２
０（
３１

♯
）〕へ
の
求
人
申
し
込
み
も
必
要

で
す
。

問�

商
工
観
光
課

　

・
有（
５
８
２
）１
１
３
１

　

（
５
８
２
）１
１
６
６

　
市
が
設
置
し
、
管
理
し
て
い
る
水

道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
計
量
法
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
有
効
期
限
で
あ
る

８
年
が
過
ぎ
る
前
に
、
取
り
替
え
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
取
り
替
え
に
か

か
る
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
原
則
立
ち
会
い
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。取
り
替
え
作
業
中
は
、

一
時
的
に
水
道
が
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

対�

平
成
２７
年
度
製
造
の
メ
ー
タ
ー

※��

対
象
と
な
る
家
庭
や
各
事
業
所
へ

は
、
事
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

取
替
対
象
地
区
お
よ
び
期
間

　
・�

玉
津
、河
西
、速
野
、中
洲
学
区

　
時
１０
月
１
日（
土
）～
１５
日（
土
）

　
�

・
守
山
、
吉
身
、
小
津
学
区

　
時
１１
月
１
日（
火
）～
１５
日（
火
）

取
替
業
者

�　
守
山
市
管
工
事
業
協
同
組
合

　
〔
（
５
８
３
）２
９
２
９
〕

※��

取
替
従
事
者
は
、
組
合
の
腕
章
お

よ
び
市
発
行
の「
水
道
量
水
器
取

替
業
務
従
事
者
証
」を
携
帯
し
て

い
ま
す
。

問�

経
営
総
務
課

　

・
有（
５
８
２
）１
１
３
６

　

（
５
８
２
）５
７
８
０

　
市
内
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
守
山
の
環
境
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

任
期　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

内�

年
3
～
4
回
程
度（
平
日
開
催
）の

会
議
で
市
が
取
り
組
む
環
境
施
策

に
つ
い
て
意
見
を
も
ら
い
、
課
題

や
そ
の
改
善
方
策
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
し
ま
す
。
特
に
令
和
４

～
５
年
度
は「
第
３
次
守
山
市
環

境
基
本
計
画
」（
脱
炭
素
社
会
に

向
け
た
実
行
計
画
含
む
）の
策
定

に
対
す
る
意
見
を
も
ら
い
ま
す
。

対�

市
内
在
住
、在
勤
の
１８
歳
以
上
の
人

定�

２
人
程
度

報
償　
５
、０
０
０
円
/
回

申�

９
月
３０
日（
金
）ま
で
に
、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
応
募

理
由
お
よ
び「
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
守
山
市
の
特
色
を
生

か
し
た
施
策
に
つ
い
て
の
提
案
・

意
見
」を
8
０
０
字
程
度（
様
式
自

由
）に
ま
と
め
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
下
記

へ
申
し
込
み
。
応
募
用
紙
は
下
記

窓
口
に
設
置
。
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

（
右
記
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い

れ
ば
様
式
は
不
問
）。

他�

選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

問�

〒
５
２
４
―
０
２
１
６

　

�

環
境
学
習
都
市
宣
言
記
念
公
園

１
ー
１　
環
境
政
策
課

　

（
５
８
４
）４
６
９
１

　

（
５
８
４
）４
８
１
８

　

�kankyoseisaku@
city.

m
oriyam

a.lg.jp

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道

危
機
救
援
金
」の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た

　
N
P
O
法
人
真
庭
あ
ぐ
り
ガ
ー

デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
ま
よ
り
、
救

援
金
と
し
て
３０
万
円
を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
に
市
に
集
ま
っ
た
救
援
金

額
は
、５
２
３
、５
６
０
円
で
す
。寄

せ
ら
れ
た
救
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
寄
付
し
ま
す
。

　
な
お
、受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

引
き
続
き
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

時�

令
和
５
年
３
月
２４
日（
金
）ま
で

問�

人
権
政
策
課

　

・
有（
５
８
２
）１
１
１
６

　

（
５
８
２
）０
５
３
９

ふ
れ
あ
い
人
権
講
演
会

の
動
画
を
公
開

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り

替
え
の
お
知
ら
せ

守
山
市
環
境
審
議
会

市
民
委
員
募
集
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